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火山灰分析結果 2.2-2-52

生神中部 UR-M04（火山灰分析結果①）



火山ガラスの主成分分析結果：試料番号1.60-1.70

♦ 試料番号1.60-1.70におけるK-Tzに含まれる
β石英中のガラス包有物の主成分

＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれる
β石英中のガラス包有物の主成分

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号2.30-2.40

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：島根）

■ 試料番号2.30-2.40におけるSKの火山ガラス
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生神中部 UR-M04（火山灰分析結果②）



←NW SE→

ピット写真（UR-M05）

2.2-2-54

生神中部 UR-M05（ピット写真・柱状図・火山灰分析結果）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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下図拡大範囲

火山灰分析結果
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生神中部 UR-M06（コア写真・柱状図・火山灰分析結果）

UR-M06（孔口標高40.89ｍ，掘進長8m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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凡 例

6

7

7

8

火山灰分析結果
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生神中部 UR-M07（コア写真・柱状図・火山灰分析結果）

UR-M07（孔口標高42.78ｍ，掘進長9m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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下図拡大範囲
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凡 例
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火山灰分析結果
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生神中部 UR-M08（露頭写真・柱状図・火山灰分析結果）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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火山灰分析結果
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生神中部 UR-M09（コア写真・柱状図）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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火山灰分析結果

AT，K-Tz
混在

生神中部 UR-M09（火山灰分析結果）



生神中部 UR-M10（コア写真・柱状図）

柱状図

UR-M10（孔口標高42.27ｍ，掘進長6m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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凡 例
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生神中部 UR-M11（コア写真・柱状図）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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火山灰分析結果

生神中部 UR-M11（火山灰分析結果）



生神中部 UR-M12（コア写真・柱状図）

柱状図

UR-M12（孔口標高54.37ｍ，掘進長14m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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下図拡大範囲
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凡 例
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火山灰分析結果

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号2.30-2.40

♦ 試料番号2.30-2.40におけるK-Tzに含まれる
β石英中のガラス包有物の主成分

＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれる
β石英中のガラス包有物の主成分
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生神中部 UR-M12（火山灰分析結果）



生神南部 Site 3（露頭写真・スケッチ・古流向）

2.2-2-65

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲
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露頭写真（Site 3 上流側露頭）
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←NE SW→
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←NE SW→

スケッチ（Site 3 上流側露頭）

露頭写真（Site 3 下流側露頭）

スケッチ（Site 3 下流側露頭）

標高

44.19m

火山分析試料
採取位置（1～20）

火山分析試料
採取位置（21～30）

火山分析試料
採取位置（1～5）

火山分析試料
採取位置（6～13）

海側 陸側

古流向

Site3（上流側）の礫層から推定される古流向

砂質シルト層（表土）
・細～中砂分の混じるシルト層からなる。
・無層理で，径10～30㎝の角～亜角礫を含む。

礫層（河川堆積物）
・基質はシルト質な細～中粒砂からなり，粗粒砂が混じる。
・径5～50cmの安山岩角～亜円礫を30～60%含み，一部に円礫も混じる。
・礫同士が接した礫支持構造や扁平な礫の平坦面が東南東へ傾斜するイン
ブリケーションが認められる。

・ほとんどの礫は硬質であり，ナイフで傷がつく程度である。

安山岩（穴水累層）
・灰～暗灰色の安山岩からなり，5～50㎝間隔で節理が認められる。
・硬質で，ハンマーの軽打で金属音を発する。

海側

青線：礫の長軸方向



火山灰分析結果

2.2-2-66

火山灰分析結果

＜上流側露頭＞

＜下流側露頭＞

生神南部 Site 3（火山灰分析結果）



生神南部 Site 4（コア写真・柱状図）

柱状図

Site 4（孔口標高45.78ｍ，掘進長10m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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下図拡大範囲
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ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘
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火山灰分析結果
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生神南部 Site 4（火山灰分析結果）



生神南部 UR-S01（コア写真・柱状図）

柱状図

UR-S01（孔口標高46.44ｍ，掘進長9m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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下図拡大範囲
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生神南部 UR-S02（露頭写真・スケッチ・古流向）

2.2-2-70

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

河川
↓

Site 4

Site 3
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UR-S02

U-S04

UR-S05

←SW NE→

露頭写真（UR-S02露頭）
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地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

標高

44m

UR-S02の礫層から推定される古流向

陸側海側

スケッチ（UR-S02露頭）

砂質シルト層（表土）
・細～中砂分の混じるシルト層からなる。
・無層理で，径10～30㎝の角～亜角礫を含む。

礫層（古期扇状地堆積物）
・基質はシルト質な細～中粒砂からなり，粗粒砂が混じる。
・径5～60cmの安山岩角～亜円礫を40～60%含み，一部に円礫も混じる。
・礫は全体に円磨されており，硬質である。
・礫同士が接した礫支持構造や扁平な礫の平坦面が北北東～南東へ傾斜するイン
ブリケーションが認められる

・ほとんどの礫は硬質であり，ナイフで傷がつく程度である。

海側

青線：礫の長軸方向
古期扇状地堆積物

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

古期扇状地



生神南部 UR-S03（コア写真・柱状図）

柱状図

UR-S03（孔口標高47.51ｍ，掘進長10m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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生神南部 UR-S04（コア写真・柱状図）

柱状図

UR-S04（孔口標高44.40ｍ，掘進長9m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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生神南部 UR-S05（コア写真・柱状図）

柱状図

UR-S05（孔口標高44.27ｍ，掘進長9m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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2.2-2-74
火山灰分析結果

生神南部 UR-S05（火山灰分析結果）



牛下北部 Site 5（コア写真・柱状図）

柱状図

Site 5 （孔口標高48.84ｍ，掘進長9m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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牛下北部 Site 5（火山灰分析結果）



牛下北部 US-N01（コア写真・柱状図・火山灰分析結果）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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火山灰分析結果
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牛下北部 US-N02（コア写真・柱状図）
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柱状図

US-N02（孔口標高48.88ｍ，掘進長3.35m，鉛直）
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※深度1.0～1.15ｍ間は，コアサンプラーの
打撃によりコアが圧縮されて隙間が空い
た区間。
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）
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下図拡大範囲
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古期扇状地

凡 例



2.2-2-79
火山ガラスの主成分分析結果：試料番号A14

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：島根）

■ 試料番号A14におけるSKの火山ガラス

火山灰分析結果

AT，K-Tz混在

牛下北部 US-N02（火山灰分析結果）



牛下北部 US-N03（コア写真・柱状図）

柱状図

US-N03（孔口標高46.16ｍ，掘進長10m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

凡 例
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火山灰
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露頭，ピット位置

古砂丘

古期扇状地



牛下北部 US-N04（コア写真・柱状図）

柱状図

US-N04（孔口標高45.04ｍ，掘進長9m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲
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US-N01

US-N09

火山灰

凡 例

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

古期扇状地



牛下北部 US-N05（コア写真・柱状図）

柱状図

US-N05（孔口標高43.19ｍ，掘進長9m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲
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凡 例

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

古期扇状地



牛下北部 US-N06（コア写真・柱状図）

柱状図

US-N06（孔口標高43.12ｍ，掘進長7m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲
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US-N09

火山灰

凡 例

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

古期扇状地



牛下北部 US-N07（コア写真・柱状図）

柱状図

US-N07（孔口標高43.47ｍ，掘進長8m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲
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火山灰

凡 例

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

古期扇状地
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火山灰分析結果

AT，K-Ah混在

牛下北部 US-N07（火山灰分析結果）



牛下北部 US-N08（コア写真・柱状図・火山灰分析結果）
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US-N08（孔口標高43.51ｍ，掘進長3.05m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

※深度1.0～1.18ｍ，2.0～2.05ｍ間は，コア
サンプラーの打撃によりコアが圧縮されて
隙間が空いた区間。
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US-N09

火山灰分析結果

火山灰

柱状図

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

古期扇状地



牛下北部 US-N09（コア写真・柱状図）

柱状図

US-N09（孔口標高45.01ｍ，掘進長8m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲
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US-N08

US-N01

US-N09

火山灰

凡 例

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

古期扇状地



牛下南部 Site 6a,b（露頭写真）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

柱状図

露頭写真（Site 6a 露頭）
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斜交層理を伴う砂層

無層理の砂層

人工改変土

←N S→

無層理の砂層

←N S→

礫層

安山岩

←N S→

露頭写真（Site 6b 露頭）
詳細は次頁

Site 6a

Site 6b

Site 7 US-S1

Site 6aSite 6b

河
川

堆
積

物
古

砂
丘

砂
層

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

古期扇状地



牛下南部 Site 6b（露頭写真・スケッチ）

2.2-2-89

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲
露頭写真（Site 6a 露頭）

スケッチ（Site 6a 露頭）

←NE SW→

←NE

SW→

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

Site 7 US-S1

Site 6aSite 6b

C2.細～中粒砂層（古砂丘砂層）
・細～中粒砂からなり，比較的淘汰が良い。色調はにぶ
い黄橙～暗灰黄色を呈する。

・全体に無層理で堆積構造に乏しい。
・径5～20 ㎝のコンクリーションがしばしば含まれており，
その形状は楕円状，平板状，不規則と変化に富む。

・下位層より締りが悪く，強い指圧で跡が残る。
・南西部では，薄い黒色の斑紋が不規則な形状で認めら
れ，ややシルト混じりとなる。

C3.細～中粒砂層（古砂丘砂層）
・細～中粒砂層からなり淘汰が良い。色調はにぶい黄褐
色を呈する。

・全体に無層理であり，堆積構造に乏しい。
・径5～40 ㎝のコンクリーションが散在し，その形状は楕
円形，平板状，不規則と変化に富む。

・下位層よりさらに締りが悪く，指圧で跡が残る。

D.腐植混じり砂層（人工改変土）
・腐食分の混じる細粒砂層からなり，シルト質である。色
調は暗褐色～暗オリーブ褐色である。

・無層理であり，細礫がわずかに混じるほかに，陶器片が
含まれる。

・やや締まっており，強い指圧で跡が残る程度である。

A.礫層（河川堆積物）
・基質は細～中粒砂からなり，粗粒砂が混じる。
・径5～30㎝の主体とする亜角～亜円礫を40～60%含み，

一部に円礫も混じる。
・安山岩礫を主体とし，凝灰岩礫がわずかに混じる。
・扁平な礫の平坦面が東に傾斜するインブリケーションが

認められる。

B.砂層（河川堆積物）
・細～中粒砂からなり粗粒砂が混じる。
・北東部ではトラフ型斜交層理が発達し，個々のトラフの

凹部に径2～10㎝の亜角～亜円礫をレンズ状に含む。
斜交層理内の前置層は，西～西南西に傾斜する。

・南西部では厚さ1～3㎝の灰色を呈するシルトを挟み，互
層状となる。シルト層からなる層理は東～東南東に緩く
傾斜し，砂堆の付加構造が認められる。

C1.細～中粒砂層（古砂丘砂層）
・細～中粒砂からなり，比較的淘汰が良い。色調は黄橙
～暗灰黄色を呈する。

・全体に無層理で堆積構造に乏しい。
・よく締まっており，強い指圧でも跡が残らない。
・北東部では，黒色の斑紋（マンガン斑）が南西に緩く傾
斜する層状に認められる。

・南西部では，薄い黒色の斑紋が不規則な形状で認めら
れ，ややシルト混じりとなる。

古砂丘砂層

古砂丘砂層（1）

古砂丘砂層（2）

古砂丘砂層（3）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

古期扇状地



牛下南部（Site6b） スケッチ

海側
陸側

牛下南部（Site6b）の古流向

牛下南部 Site 6b（古流向）

2.2-2-90

古砂丘砂層

古砂丘砂層（1）

古砂丘砂層（2）

古砂丘砂層（3）



Site 6b
Site 7

US-S1

Site 6a

牛下南部 Site 7（コア写真・柱状図）

柱状図

Site 7（孔口標高51.20ｍ，掘進長18m，鉛直）
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14 15
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

凡 例

AT
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火山灰

ボーリング位置

露頭，ピット位置
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古期扇状地



2.2-2-92火山灰分析結果

AT

牛下南部 Site 7（火山灰分析結果①）



2.2-2-93
火山ガラスの主成分分析結果：試料番号9.00-9.10

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：島根）

■ 試料番号9.00-9.10におけるSKの火山ガラス

牛下南部 Site 7（火山灰分析結果②）



牛下南部 US-S1（コア写真・柱状図）

柱状図

US-S1（孔口標高53.25ｍ，掘進長20m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

凡 例

火山灰

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

Site 7 US-S1

Site 6aSite 6b

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

古期扇状地



火山灰分析結果 2.2-2-95

牛下南部 US-S1（火山灰分析結果①）



火山ガラスの主成分分析結果：試料番号4.80-4.90

♦ 試料番号4.80-4.90におけるK-Tzに含まれる
β石英中のガラス包有物の主成分

＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれる
β石英中のガラス包有物の主成分

2.2-2-96

牛下南部 US-S1（火山灰分析結果②）



Site 8

G-01
G-02

巌門 Site 8（コア写真・柱状図）

柱状図

Site 8（孔口標高39.37ｍ，掘進長17m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

凡 例

Site 9

火山灰



2.2-2-98火山灰分析結果

巌門 Site 8（火山灰分析結果）



Site 8

G-01
G-02

巌門 Site 9（露頭写真・スケッチ）

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

露頭写真（Site 9 露頭）

←NW SE→

スケッチ（Site 9 露頭）

←NW SE→

2.2-2-99

Site 9

火山灰分析試料採取位置
（斜面長15ｃｍピッチで試料を採取）

1～5

6～10

11～40
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火山灰分析結果

巌門 Site 9（火山灰分析結果）



Site 8

G-01
G-02

巌門 G-01（露頭写真・スケッチ）

2.2-2-101

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

スケッチ（G-01露頭）

←NW SW→

露頭写真（G-01露頭 NE面）

←NESE→

←NW SE→

Site 9

火山灰分析試料採取位置
（斜面長10ｃｍピッチで試料を採取）

←NE SW→

露頭写真（G-01露頭 SE面）
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巌門 G-01（火山灰分析結果）

火山灰分析結果



Site 8

G-01
G-02

巌門 G-02（コア写真・柱状図）

2.2-2-103

地形面区分図（服部ほか，2014を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

柱状図

記事欄の幅を小さく

凡 例

G-02（孔口標高50.29ｍ，掘進長19m，鉛直）
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火山灰分析結果 2.2-2-104

巌門 G-02 （火山灰分析結果）
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（4）富来川南岸断層南方の高位段丘面調査



調査位置図

富来川南岸断層南方の高位段丘面調査結果

○高位段丘面については，太田・平川（1979）の段丘面高度の分布図において，富来川南岸断層の位置を挟んで約30mの高度差が示されている。

○太田・平川（1979）の高位段丘面のうち，断層南方に分布する標高約100m以下の地形面について，当社では設置変更許可申請（平成26年8月）において高位段丘
Ⅱ面，Ⅲ面と区分しており，これらの形成年代と旧汀線高度の検討を行った。なお，高位段丘面は上位ほど開析が著しいため，高位段丘Ⅳ面より上位の面につい
ては，調査対象から除いた。

○これらの地形面は丘陵頂部に分布するものの開析を受け分布範囲が狭く，段丘面区分の確実性に欠ける。また，これらの地形面において地質調査を行った結果，
表層に厚さ5～30mの風成砂層が分布することを確認した。さらに，砂層の下位の基盤岩の上面高度は，地形に基づく段丘面区分と対応していない。

○以上を踏まえると，これらの地形面は古砂丘面と判断され，断層南方の地形面を用いた高位段丘面の形成年代と旧汀線高度の推定は困難である。

○なお，これに伴い地形面区分を下図の通り見直している。

地形区分
を見直し

地形区分図
（設置変更許可時）

地形区分図
（見直し後）

地形断面図
（設置変更許可申請時）

地形区分
を見直し

地形断面図
（見直し後）

2.2-2-106

右図範囲



ボーリング調査 TJ-a孔

○断層南方の標高約80mの地形面におけるボーリング調査（TJ-a孔）の結果，表層に約11mの砂層があり，これは全体として均質で淘汰が良いこと，貝化石や生痕
化石が認められないことから，風成砂層と考えられる。

地形区分図
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（EL82.62ｍ）

深度（m）

4

6

0

1

2

3

7

5

深度（m）

4

5

1

2

3

7

8

6

10

11

13

14

8

9

12

11

12

14

15

9

10

13

深度（m） 深度（m）

コア写真

TJ-a孔 （孔口標高82.62ｍ，掘進長16.0m，鉛直）

柱状図

15 16



○断層南方の標高約80mの地形面におけるボーリング調査（ TJ-b孔）の結果，表層に約14mの砂層があり，これは全体として均質で淘汰が良いこと，貝化石や生痕
化石が認められないこと，砂層中に赤みを帯びた土壌を含み，その上下で砂層の層相に大きな変化がないことから，風成砂層と考えられる。

TJ-b孔 （孔口標高80.18ｍ，掘進長21.0m，鉛直）
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テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前
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ボーリング調査 TJ-b孔

地形区分図

（EL80.18ｍ）

コア写真

柱状図



コア写真

TJ-c孔（孔口標高95.41ｍ，掘進長27.0m，鉛直）
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柱状図凡例

○断層南方の標高約100mの地形面におけるボーリング調査（ TJ-c孔）の結果，表層に約24mの砂層があり，これは全体として均質で淘汰が良いこと，貝化石や生痕
化石が認められないこと，砂層中に赤みを帯びた土壌を含み，その上下で砂層の層相に大きな変化がないことから，風成砂層と考えられる。
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ボーリング調査 TJ-c孔

地形区分図

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：10.5万年前

（EL95.41ｍ）

柱状図



TJ-d孔（孔口標高99.73ｍ，掘進長32.0m，鉛直）
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○断層南方の標高約100mの地形面におけるボーリング調査（TJ-d孔）の結果，表層に約30mの砂層があり，これは全体として均質で淘汰が良いこと，貝化石や生痕
化石が認められないこと，砂層中に赤みを帯びた土壌を含み，その上下で砂層の層相に大きな変化がないことから，風成砂層と考えられる。

柱状図

柱状図凡例
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ボーリング調査 TJ-d孔

地形区分図

（EL99.73ｍ）

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz：9.5万年前

コア写真



○断層南方の標高約100mの地形面に隣接する地点での表土はぎ調査（富来地頭露頭）の結果，表層に約10mの砂層があり，これは全体として均質で淘汰が良いこ
と，貝化石や生痕化石が認められないこと，砂層中に赤みを帯びた土壌を含むことから，風成砂層と考えられる。

近景写真
（位置は柱状図参照）

露頭写真（遠景）

柱状図作成位置

←E W→

2.2-2-111

露頭調査 富来地頭露頭

地形区分図

赤色
土壌

砂層

砂層

近景写真
位置

柱状図

（EL99.00ｍ）



2.2-2-112

（5）富来川南岸断層北方の高位段丘面調査



富来川南岸断層北方の高位段丘面調査結果

○断層北方の高位段丘面についても，断層南方の地形面と同様に，地形面の形成年代と旧汀線高度に関する検討を行った。

〇地形調査の結果，本エリアの高位段丘面は，断層南方の高位段丘面と比べて分布の連続性がよい。

○これらの地形面について地質調査を行った結果，海成堆積物の分布を確認し，旧汀線高度は高位段丘Ⅰ面が約40m，高位段丘Ⅱ面が約60m，高位段丘Ⅲ面が約
70m以上と推定された。

61.2m
70.1m

40.7m

※投影

（断層北方）

調査位置図（詳細）

2.2-2-113

70.0m 基盤岩，海成堆積物の上面標高

調査位置図

右図範囲

51.4m



61.2m
70.1m

40.7m

※投影

70.0m 基盤岩，海成堆積物の上面標高

○高位段丘Ⅰ面に隣接する地点におけるボーリング調査（KY-1孔） ，露頭調査（KY-1a）の結果，基盤岩の上面標高の上面標高は40.7mであり，本地点はHⅠ面の段
丘面内縁に近接することから，これが旧汀線高度に相当する。

ボーリング調査KY-1孔，露頭調査KY-1a

KY-1孔 コア写真
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調査位置図

調査地点周辺の地形断面図

SE →← NW
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KY-1孔に加え，付近の露頭調査（KY-1a）によりデータを補完した。

調査地点周辺状況写真

KY-1

KY-1a SW →← NE

道路

KY-1孔 柱状図

KY-1a 柱状図

深度（m）深度（m） KY-1孔（孔口標高42.22m，掘進長5.0m，鉛直）

KY-1

KY-1a

51.4m

凡 例

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前



61.2m
70.1m

40.7m

※投影

70.0m 基盤岩，海成堆積物の上面標高

2.2-2-115

○高位段丘Ⅱ面の前縁付近におけるボーリング調査（KY-3孔），露頭調査（KY-3a）の結果，基盤岩直上にシルト質礫層が認められ，これは海成堆積物と考えられる。
この上面標高は51.4mであることから，高位段丘Ⅱ面の旧汀線高度はこれ以上と考えられる。

ボーリング調査KY-3孔，露頭調査KY-3a

KY-3孔 コア写真
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調査位置図

調査地点周辺の地形断面図

KY-3孔に加え，付近の露頭調査（KY-3a）によりデータを補完した。

調査地点周辺状況写真

KY-3

KY-3a

KY-3孔 柱状図

KY-3a 柱状図

KY-3孔（孔口標高53.83m，掘進長7.0m，鉛直）

SE →← NW
KY-3a

KY-3

51.4m

凡 例

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：10.5万年前



露頭調査SG-1a

○高位段丘Ⅱ面の段丘面内縁付近における露頭調査（SG-1a）の結果，基盤岩の上面標高は61.2mである。本地点は段丘面内縁付近に位置することから，この上面
標高が旧汀線に相当すると考えられる。

SG-1a 露頭写真（左:上部，右：下部）
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調査位置図

61.2m
70.1m

40.7m

※投影

70.0m 基盤岩，海成堆積物の上面標高

SG-1a 柱状図
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51.4m

凡 例

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前



ボーリング調査SG-2孔

○高位段丘Ⅲ面におけるボーリング調査（SG-2孔）の結果，基盤岩の上面標高は70.1mである。本地点は段丘面前縁付近に位置することから，旧汀線高度は70.1m
より高いと考えられる。

SG-2孔（孔口標高79.18m，掘進長12.0m，鉛直）

SG-2孔 コア写真
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調査位置図

61.2m
70.1m

40.7m

※投影

70.0m 基盤岩，海成堆積物の上面標高
51.4m

凡 例

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前
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